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脳脊髄液漏出症診療の現状
2
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・脳脊髄液漏出症
・胸郭出口症候群
・頚椎捻挫
・？

Whiplash-associated Disorder (WAD)の予後

26例中2例で外傷（交通外傷、水上スキーで
の転倒）の関与が疑われた。

特発性低髄液圧症候群 （SIH)は定義上明ら
かな原因がない病態であるが，何らかの誘因
（precipitating event）を契機に発症する例が一
定の割合で存在する ことが指摘されている．

発症の契機を詳細に検討した報告が80例の
患者のうち28例（35%）に，発症24時間以内に何
らかの誘因があった．体幹を捻じる動作， 運動，
腹圧～胸腔内圧を上げる行為，身体への衝撃
などが含まれている．期間を1カ月とすれば，
41%となり，I例の交通事故が含まれる．
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髄液漏出

髄液量減少
and/or

髄液圧低下

臨床症状 検査画像所見

・脳脊髄液漏出症

・脳脊髄液減少症

・低髄液圧症候群
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脳脊髄液漏出症の診断方法

I．髄液漏出の証明

A．直接的証明

ⓐ 硬膜外水分貯留の証明 ：脊髄MRI、MRM

ⓑ tracerの硬膜外漏出の証明：RIC直接所見、CTM

B．間接的証明

RIC間接所見、RIクリアランス亢進～残存率低下

II．髄液漏出による二次的髄液量減少、髄液圧低下の証明

A．脳、脊髄MRI所見

B．腰椎穿刺による髄液圧低下の証明

III．診断的治療に対する反応

生食パッチ、硬膜外持続注入、人工髄液

髄液漏出

髄液量減少
and/or

髄液圧低下

臨床症状 検査画像所見

Root meningocele 
(Diverticulum)

Root cyst：壁は薄い硬膜

Perineur(i)al cyst： (=Tarlov’s cyst )

拡張したroot sleeve

クモ膜

硬膜

クモ膜下腔

硬膜外腔

C.髄液漏

１．外傷性

a. 明らかな外傷（スポーツ、交通事故など）

b. 外科手術後

c. 腰椎穿刺後

２．特発性：SIH

a. 原因不明

b. meningeal diverticulae

c. 硬膜の脆弱性

d. 結合組織の遺伝的異常（ｂ、ｃにも関連）

e. 脊椎症の骨棘による硬膜断裂

f.” Trivial” trauma

4～5人/10万人/年
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群盲象を評す（ぐんもうぞうをひょうす、群盲評象）は、数人の盲人が象の一部だけを触って感想を語り

合う、というインド発祥の寓話。世界に広く広まっている。真実の多様性や誤謬に対する教訓となってい

るものが多い。盲人が象を語る、群盲象をなでる（群盲撫象）など、別の呼び名も多い。

この話には数人の盲人（または暗闇の中の男達）が登場する。盲人達は、それぞれゾウの鼻や牙など

別々の一部分だけを触り、その感想について語り合う。しかし触った部位により感想が異なり、それぞれ

が自分が正しいと主張して対立が深まる。しかし何らかの理由でそれが同じ物の別の部分であると気づ

き、対立が解消する、というもの。

さまざまな思想を背景にして改作されており、ジャイナ教、仏教、イスラム教、ヒンドゥー教などで教訓と

して使われている。ヨーロッパにも伝わっており、19世紀にはアメリカの詩人ジョン・ゴドフリー・サックス

（英語版）がこれを主題にした詩を作っている。

臥位：頭痛↓

起立位：頭痛↑

③硬膜下液体貯留

②静脈、静脈洞拡張

①脳硬膜び慢性造影
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ICHD-2（2004） ICHD-3（2013）
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臥位：頭痛↓

起立位：頭痛↑
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原因 研究班症例  アンケート結果 

特発性＊ 10  404.5 

スポーツ・整体など 4 

⇒ 
161.8 

交通事故・外傷 6 242.7 

重労働 2  80.9 

計 22  890 
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